
☆　本号は、研究ノート、書誌２点の構成となりました。
☆　磯野氏の「江戸博物誌を顧みる」は、2003年１月、当館古典籍資料室で
内内に行われた講演を、わずかの職員のみに聞き置くのはあまりにもっ
たいない内容だったので活字にしていただいたものです。

☆　平川氏の「日高六郎著作目録」は、戦後、理論と運動の両面で長く活躍
してこられた社会学者・思想家、日高氏のあらゆる種類の著作を網羅し
て採録し余すところがない。氏の全集や著作集が刊行されるようなこと
があれば、最も頼れる資料となろう。

☆　相島の「中国詩詞翻訳索引 Ⅲ 明代」は、本誌第58号（2003．３）掲載の
「同 Ⅱ 遼・金・元代」に継ぐもの。次号には「同 Ⅳ 清代」を掲載の
予定です。（相島）

※『参考書誌研究』は日本図書館協会から販売されています。同協会の連絡
先は、下記の通りです。
〒104-0033 東京都中央区新川１｜11｜14 電話03｜3523｜0811（代表）
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編 集 後 記

司馬遷撰『史記』に記された
中国の故事を描いたもの。土橋
の上で乗馬の老人（黄石公）が
履を落とし、川の中で竜に乗る
人物（張良）がそれを拾って捧
げる図として描かれている。
この画題は狩野派でも好んで

用いられ、探幽（1602｜74）の
「張良黄石公図」や探信守政
（1653｜1718）の「黄石公張良図」
など、また錦絵においても、鳥
居清信（1664｜1729）の伝とされ
る「黄石公」と「張良」図、さ
らに鈴木春信（1725｜70）の「見
立黄石公張良」などの作品が残
されている。
画者雪堤（1813｜82）は、『江

戸名所図会』の挿絵を描いた長
谷川雪旦（1778｜1843）の長男。
本図は雪旦が描いたものの雪堤
による模写とされる。中国にあ
っては、模写は古く六朝時代か
ら画技習得の手段としてのみな
らず、成果物である模本そのも
のの価値も認められている。中
国画の伝統様式を受容して、我
国の主流派となった狩野派は、
本図のような伝統的主題や形式
を踏襲するために用いた原本を、
「絵手本」あるいは「粉本」と呼
んで尊んだ。雪旦・雪堤父子も
伝統の主題や技法を継承するこ
とにおいては例外ではなかった。

清 福 図 録（53）

黄石公と張良

長谷川雪堤模　文政13年（1830）

縦113.4 横44.8cm 『雪旦雪堤

粉本』289枚のうち　
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